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挨 拶  15:00～15:10             

中部支部支部長     山本 修一郎 氏 
PM 学会本部 副会長    上坂 貴志   氏    （調整中）  氏上坂 貴志 氏 

 
 
 
 
特別講演(1) 15:10～15:50                  

「デジタルビジネスはＳＥが再度主役になる時代                    

～日本人の強みを活かしたマネジメントに回帰しよう～」 

富士通株式会社 執行役員常務 
宮田 一雄 氏 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特別講演(2) 16:00～1６:40                                 

「RPAがもたらすインパクト                    

～技術の変化がホワイトカラーを大きく変えようとしている～」 

株式会社 NTTデータ ビジネスソリューション事業本部 

デジタルビジネスソリューション事業部 BPO ビジネス統括部 RPA 担当 課長 

小泉 敦 氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

講演概要 

毎年のように IT 業界では英語 3 文字のブームが巻き起こる。ここ最近の注目を

集めているキーワードの 1つが RPA（Robotic Process Automation）だ。現在、自

動化の対象は定型作業に限られているが、AI を活用することで非定型作業も自動

化が可能となり、ホワイトカラーの生産性が飛躍的に向上する可能性を秘めてい

る。本講演では RPAの基礎知識はもちろん、各ツールの特性、導入に必要な要件や

留意事項について紹介させていただく。 

 平成 2９年１１月１４日（火） 

受付開始 １４：３０～ 

１５：００～１７：2０ 

名古屋工業大学 NITech Hall(ナイテック ホール) 

（名古屋市昭和区御器所町） 

講演概要 

デジタルビジネス時代がやってきた。家電業界でも開発予算の 60％をソフト費用

が占めるソフトリッチな時代だ。ICT業界で活躍する SE への期待が高まる反面、

メディアでは過酷な職種と言われ、日本の若者から敬遠されつつある現実もある。

これからの IT ビジネスに必要なものは、SE が新しい発想でアクティブに挑戦で

きる環境だ。そして、その環境を醸成するためには、TOC/CCPMなどの理論や SCRUM

などの開発手法に基づいたマネジメントが必要不可欠となってくる。古来、日本

で育まれていた「和」のマネジメントに基づく同理論の本質を理解し、マネジメ

ントを変えれば、ITビジネスの現場は甦る。 



 

 
 
支部活動報告 1６:40～17:20                                 

（1）BABOK研究会 
BABOK研究会メンバー 

（2）レビュー研究会 
レビュー研究会メンバー 

 
 

 
懇 親 会   17:３0～19:00   大学会館                                
 
 
主  催      一般社団法人 プロジェクトマネジメント学会 中部支部 
 

協  賛      一般社団法人 愛知県情報サービス産業協会 

一般社団法人 情報処理学会 東海支部 

 

【申込要領】 
● 定員 150 名 

● 参加費：PM 学会会員、非会員無料。 

懇親会に参加される方は、別途懇親会費 3,000 円を申し受けます。 

● 申込方法 

下記のページからお申し込みください。 

http://www.kokuchpro.com/event/fed28a349bf4e60899fc020792ba5103/ 

● 申込締切：平成 29 年 11 月 7 日（火） 

● お問い合わせ先：中部支部事務局 （株式会社中電シーティーアイ内 担当：林・河村） 

TEL：052-740-6202 E-mail：ml-pm-chubu@c-net.ne.jp 

支部 HP：https://www.spm-hq.jp/committee/chubu/ 
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【 会 場 案 内 図 】  
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